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　　　　必要工具

スペードドリル

ドリルビット

六角レンチ
インチタップ

15.9mm
(木製ドア)

#25,3.2mm,6.4m
m, 8mm,10.3mm

5/64"
#8−32,#10−24

センターケースネジ

カバー

カバーネジ

プッシュバー

エンドキャップ
ブラケットネジ

エンドキャップ
ネジ

エンドキャップ

カバープレート

エンドキャップ
ブラケット

メカニカルケース

コンシールド
ロッド

ストライク
ネジ

トップ
ストライク

トップ
ラッチ

ラッチネジ

ボトムラッチ

ボトムストライク

ロッドネジ

サイドネジ
センターケース

コネクター

リリース
プランジャー

プランジャー
ネジ
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サイドネジ

カバーネジ

エンドキャップネジ

トップ・ボトムロッドネジ

I

No.8-32 x 5/32"
2 PCS

J

L

No.8-32 x 5/8"
2 PCS

No. 8-32 x 5/16"
2 PCS

エンドキャップブラケットネジ

トップ・ボトムラッチネジ

プランジャーネジ

センターケースネジ

ネジのチャート表

P

No.10-24 x 1-5/8"
2 PCS

No.10-24 x 1-11/32"
4 PCS

No.10-24 x 1-3/32"
4 PCS

G
No.10-12 x 1-11/32"

4 PCS

A

セックスボルト鋼製ドア 木製ドア取付相手側

C

No.10-24 x 25/32"
6 PCS

D

No.8-32 x 7/32"
4 PCS

M

No.1/4-20 x 5/8"
1 PCS

No.1/4-20 x 5/8"
1 PCS

N O

E

No.10-24 x 11/16"
2 PCS

C

No.10-24 x 1-11/32"
2 PCS

No.10-24 x 1-3/32"
2 PCS

G

C

M5なべネジも可
No.10−24 x 1−11/32" 

4 PCS

C

M5小ネジも可
No.10−24 x 1−11/32" 

2 PCS
No.10-12 x 1-11/32"

2 PCS

A

E

No.10-24 x 11/16"
2 PCS

No.10-12 x 1-11/32"
2 PCS

B

No.10-12 x 1-11/32"
6 PCS

A

216ストライクネジ

225 ストライクネジ

227 ストライクネジ

M5皿ネジも可

M5皿ネジも可

専用ネジを使用

M5小ネジも可

M5トラスネジも可

付属専用ネジを使用

付属専用ネジを使用

付属専用ネジを使用

付属専用ネジを使用

付属専用ネジを使用



トップストライク
#25 ドリル
#10−24 タップ

テンプレートか
らバリエーショ
ンを確認

ドアの準備　チャート

*ロック側を取り付け、ヒンジ側を水平
にしてから穴を開けてください。

センターケース − 穴4個
セックスボルトor トリム

鋼製ドア
　　　面取付

鋼製ドア

木製ドア
3.2mm ドリル

パイロット深さ25mm

#25 ドリル
#10−24 タップ

6.4mmドリル
　デバイス側
10.3mm ドリル
トリム側

10.3mm
　　貫通穴

木製ドア

鋼製ドア

#25 ドリル
#10−24 タップ

エンドキャップブラケット. − 穴2個
面取付

木製ドア
3.2mm ドリル

パイロット深さ25mm
10.3mm

　　貫通穴

6.4mm ドリル
　デバイス側
10.3mmドリル

トリム側

鋼製ドア

木製ドア

セックスボルト

　内部

　外部

RHR LHR

ラッチ

　ドアの切り欠き
外部シリンダーの取付。

テンプレートで切り欠きます：鋼製扉（デ
バイス側を切り欠き） 木製扉（貫通穴）

テンプレートBからのトレースして
切り欠き(デバイス側のみ切り欠き)

RHR を示す(LHRは逆)

鋼製ドア

木製ドア
3.2mmドリル

パイロット　深さ25mm

ラッチ用の穴の準備

CL 垂直ロッドの芯

ドア内側面

#25 ドリル
#10−24 タップ

鋼製ドア

木製ドア
3.2mmドリル

パイロット　深さ25mm

44

ドアのトップとボトムに穴をあけます

リリースプランジャー穴

CL

CL

X

X

直径16mm

41.3mm
32.5mm

22.2mm(ドア厚
40mmは20mmです）

38mm
22.2mm

41.3mm
32.5mm

ラッチボルトの切り欠き
38.1mm



扉の上部に
リリースプランジャー用の穴を開ける

CL ラッチ芯

(ドア内側面) 　　
RHR を示す
LHR は逆

ドアのトップ

17.5mm
A

20.6mm
23.8mm

戸当部高さ
12.7mm

標準15.9mm
19mm

　ドア枠

A寸法を決定するために、「ドア枠の戸当たり部
の高さ」を測定します。

(内側ドア面) ストライク:
芯からドア下部
まで1,000mm

CL デバイス芯

沓ズリを使用する場合、デバイスの中
心線は仕上げ床から1,006mm でなけ
ればなりません。
(沓ずりとドアの隙間は6.4mmです)

ドアを所定の位置に置き、図のように水平にデバイスの中心
線を引きます。

ドアの端からバッ
クセット線をマー
クします

バックセット
70mm

(内側ドア面)

1 2

3 4

垂直ロット式デバイスの
　　　　　中心線を書く(CL)

垂直の中心線を引き、
　　バックセットに印をつける   

デバイス用のドアと
　　　上下のラッチを用意

ドリルタップ、切り欠きについては、4ページ
の「扉の準備チャート」を参照してください。

戸当たり部
高さ

A

直径13mm
内側のドア面のみ.

5

RHR を示す 
(LHR は逆)

テンプレートを図のように配置し、デバイスセンターケース
の垂直中心線をマークします。

垂直ロッド中心線



NLドライバースクリューは、工場出荷時に装着されています。
NLドライブスクリューがセンターケースの後ろに残っている
場合には、外側のシリンダーはナイトラッチとしてのみ機能しま
す。

NOTE: 
1.　プルプレートやナイトラッチ用シリンダーがある場合、
   　NLドライブスクリューは絶対に外さないでください。
2.　レバー、ノブ、サムピースなどの機能を持つトリムとトリムの
  　 とアンロックを行うための外部シリンダーがあるトリムを
   　取り付ける場合は、センターケースの背面からNLドライブ
   　スクリューを取り外して下さい。
   　

NLドライブスクリューの
　　　　　　使用を決定する ラッチにロッドを取付ける

ボトムラッチ

ロッドバーのネジ穴がセンターケースに面するまで、
ラッチスタッドにロッドをねじ込みます。

トップロッド

トップ
ラッチ

ネジ穴はセンターケー
スに面しています。

ボトムロッド

ネジ穴はセンターケー
スに面しています。

5 6

着脱用工具
(5/64" 六角レンチ

カム

NL ドライブネジ

1.
2.
3.

トップラッチとラッチネジをドアの上から取り付けます。
ドアの底面からボトムラッチとラッチネジを取り付けま
す。ラッチのロッド棒のネジ回して全長を微調整します。

CL デバイス芯

38.1mm

ボトムロッドとラッチ

ラッチネジ
M5トラスネジも可

ラッチネジ
M5トラスネジも可

トップロッドとラッチ 横向き図

トップロッ
ドの先端

ボトム
ロッドの
先端

NOTE: 必要に応じてトップロッド
をカットし、ロッドの先端を
カットしてテーピングします。 
10 ページの「トップロッドを
カットする／トップロッドを伸ば
す」を参照してください。

D

D

38.1mm

87

6

長さを調整した後、コンシールドロッドにコネクターを
ロッドネジで取り付けます。

コネクター
ノッチ

ロッドネジ

コネクター

CL デバイス芯

ボトムロッド

トップロッド

NOTE: トップロッドのコネクターのノッチをドア上部
に向けて、ボトムロッドのコネクタのノッチをドア下部
に向けて配置します。

M

ボトム
ロッド

トップ
ロッド

ロッドとラッチの取付け コネクターの取付け
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9

トリムレバーハンドル

51mm 最小クリアランス(エンドキャップを外した状態)
デバイスがドアに対して長すぎる場合は、
11ページ、”デバイスの切断 "を参照してください。 センターケースを取り付穴に

合わせます。

センターケースネジ シリンダー固定ネジ

シリンダー
バックプレート

1. トリム付きのデバイス − 「トリムの説明」を参照してください。
2. シリンダのみ − シリンダを図のようにシリンダのバック プレートに取り付けます。

テールピースがドアの内側から 12.7mm伸びていることを確認してください。
テールピースをセンターケースのカムに挿入し、4 本のセンターケースネジでドアに
取り付けます。

3. 退室のみ − センターケースを 4 本のセンターケースネジでドアに取り付けます。

12.7mm

NOTE: 両方のコネクタがリトラクターと
センターケース            の間のクリアランスを通過
するようにセンターケースを取り付けます。

C

必要に応じてテールピースを切断

10

エンドキャップネジ

2. カバープレートを挿入し、ガタつき防止クリップを所定の
位置（端から最小51mm）にスライドさせ、エンドキャッ
プをエンドキャップネジ2本で取り付けます。

最小51mm

カバープレート
がたつき防止
クリップ

エンドキャップ

エンドキャップ
ブラケット

エンドキャップブラケットネジ

C

J

デバイスの
水平を保っ
て下さい

1. カバープレートを取り外し、エンドキャップブラケットを
プッシュバーアセンブリに挿入します。
デバイスを水平にし、ブラケットネジ 2個の穴に印を付け、
あけて下さい。
エンドキャップブラケットをネジでドアに固定します。

7

1. 両方のラッチボルトが伸びていることを確認します。
2. リトラクターのネジ穴のあるコネクタの丸穴に両面の

「サイドネジ」で締め付けます。

NOTE: コネクターとリトラクターの両側には、サイドネ
ジが取り付けられている必要があります。

サイドネジ コネクター

リトラクター

L

トリム（使用する場合）を取付け、デバイスセンターケースをドアに固定

取付けブラケットと
エンドキャップと取付ける サイドネジの取付け
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外側外側

外側

穴については、9 ページの「フレームの準備」を参照して
ください。準備ができたら、プランジャーネジ2本でリ
リーズプランジャを取り付けてください。

13 

1.取付ネジ位置を床に印を付け、ストライクとネジの種類に応じ
て床を準備します。床にボルト用の隙間を設けてください。

2.沓ズリがある場合：
沓ズリには、ストライクのタイプに応じて穴を開けてください。

プルマンラッチ

丸型ボトムラッチ

枠の切り欠きと穴は、9ページの「枠の準備」を参照してくださ
い。準備ができたら、トップストライクをドアフレームに取り
付け、ストライクネジ2本を取り付けます。(インチタップ付)

216 ストライク
ストライクネジ

プランジャーネジ

シム (必要に応じて)
リリースプラジャー

E

P

E

227 ストライク

225 ストライク 226 ストライク

N

O

14 

ボトムラッチボルト
（床とストライクと
の隙間を確認）

トップ用
調整ネジ

トップ用
固定ネジ

調整工具
(5/64" 六角レンチ)

ボトム用
固定ネジ

ボトム用
調整ネジ

図 1

図2

図 3

8

ドアを吊り、トップストライク＆
リリースプランジャーを取り付ける ボトムストライクの取付け

ラッチを調整し、上下のロックネジを固定する

1. プッシュバーを押してラッチボルトを引っ込め、
ドアを開きます。

2. 上部のラッチがホールドバックされているか
確認します。
(ラッチボルトがラッチケース内で引っ込んだままになる)
図１を参照。

3. 上部のロックネジを緩めます。
4. 上部のラッチボルト完全に引っ込むまで
上部調整ネジを回します。

5. 上部のラッチボルトを外します。図２を参照。
6. 上部のラッチボルトにデッドロックを確認する。
(ラッチボルトが押し込まれていない状態)

7. トップラッチボルトがデッドロック状態になるまで、上部
調整ネジを回します。

8. 上部の固定ネジを緩めます。
9. プッシュバーを押してラッチボルトを引っ込めます。
10. 上部のラッチボルトが図１のように引っ込んだままになっ
ていることを確認します。図１を参照。

11. ボトム固定ネジを緩めます。
12. トップラッチブロットがまだ格納されている状態で、ボト
ム調整ネジを回転させて、下部ロッドを調整し、ラッチボ
ルトが床と下部ストライクの隙間を開けるようにして下さ
い。図３を参照。

13. トップラッチボルトをリリースします。図２を参照。
14. ボトムラッチボルトのデッドロックの掛かりを確認しま
す。

15. ボトム固定ネジを緩めます。
16. ドアの開閉テストを数回行い、デバイスの動作やデッド
ロック、ホールドバックの機能を確認して下さい。



カバー

センターケースにカバーをセンターケースネジ2本で取り付けます。

カバーネジ

プッシュバーの保護
フィルムを剥がします

ケースカバーの取付

I

15

ラッチCL

　
4 1

m
m

　51mm

∅11mm

　
28

.5
m

m
　

6.
3m

m

　16.5mm

内側ドア面

227 ストライク穴の準備

ストライクの切り欠き

床

CLストライク

内側ドア面

227 ストライク

9

CL ラッチボルト 芯(RHR)

戸当たり部

CL ラッチボルト 芯(LHR)

CL 両開きドアの場合

3.2mm
バックアップ
プレート

CL ラッチボルト 芯

内側 外側

31,8mm

32.8mm

10.6mm

47.6mm

39.7m10.3mm

22.8mm

11.1mm

戸当たり部

28.6mm
ラッチ
ボルト芯

CL

裏板は必須

プランジャーはドア
の穴に入る必要があ
ります。5 ページの
「ステップ 4」を参
照してください。

横からの図

11.1mm

ボトムからの図

プランジャーのリリース216 トップストライク
　　　　正面からの図

ドア下からの図

ドア枠の準備

4.8mmインチタップ

枠：1.6mm

※トップストライク取り付けには3.2mmtの
バックアッププレートが必要です。
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トップロッドの切断・トップロッドの延長

Step1：ドアの寸法に合わせてロッドを切断します。フ
ラットエンドから測定します。
注：ロッドの切断は、2,133mmより低いドアに必要で
す。

Step 2: タップ #1/4−20 ;深さ25.4mm

2本のロッドをしっかりと接続するために、
ロッドエクステンションとスプリングワッ
シャーを取り付けます。

ロッド　エクステンション
スプリング　ワッシャー

 切り落し
　の長さ

実際の　
ドア高さ

2,133m
m
高のドア

2,438mm
高のドア

3,048mm
高のドア

ロッドの延長

トップロッドの切断

 1005mm
1310mm

 1310mm

 605mm

トップロッド長さ
指定

トップ
ロッド
の長さ

NOTE: ボトムロッド (LBR) を使わない防火ドア用デバイスを使用する場合は、ファイヤーボルトを使用する必要があります。

ファイヤーボルト専用ネジ

ファイヤーボルトの取付

100～150mm

図に示すように、完成した床から 
100mm～150mmの所にファイ
ヤーボルトを取り付けます。

#8−32 TAP

1006mm
(標準)



オプション　ドギング

11

デバイスの切断（必要に応じて）

フレームとデバイスエンド間の最小推奨ク
リアランス
(エンドキャップを外した状態で)は38mm

ヒンジ側

シリンダー
ロックナット

2. 装置を切断し、バリ取りを行う。 
NOTE: デバイスを垂直に切断します。
またはエンドキャップを装着します。

センターケースを取り
付け穴に合わせます。

エンドキャップ

カバープレートをメカニカルケースの所定位置にスライドさせます。

カムをヒンジ側に向けてシリンダー
をカバープレートに取り付けます。

1. がたつき防止クリップを外した状態で、
　　　　　　カットする部分にテープで印をつけます。

ガタつき防止ク
リップを外す

テープ

切り落し線

シンダー下側

シリンダードギング

ヒンジ側

シリンダー

シリンダー固
定ワッシャー

カム

カバープレート

カバープレート
(プッシュバーにフラッシュ)

ドギング チェック

プッシュバーを押し下げ、フラット / 六角レンチまたは
キーを 1 回転回してドッキングチェックを行います。

シリンダードギング

フラット・ドギングキー



  WD-OD002(547)

CL

CL

CL

CL

アプリケーション 寸法

セックスボルトorトリム
退出のみ

13/32" (10.3mm) ドリル
1/8" (3mm) パイロット穴深さ25mm

木製ドア　取付準備

ラッチケース

ラッチケース及びデバイス

ドア内側

ドア内側のみ
穴あけ

切り欠き

ドア内側面

深さ

深さ

デバイスに穴あけ
トリム側のみ

ドア 内側面

を示す
は逆です 床仕上面or沓ズリ


	WD-OD002(547)_1300 SERIES CONCEALED VERTICAL RODS DEVICE安裝說明書(KLACCI) Model (1)
	WD-OD002(547)_1300 SERIES CONCEALED VERTICAL RODS DEVICE安裝說明書(KLACCI) Model (1)
	WD-OD002(547)_1300 SERIES CONCEALED VERTICAL RODS DEVICE安裝說明書(KLACCI) Model (1)
	WD-OD002(547)_1300 SERIES CONCEALED VERTICAL RODS DEVICE安裝說明書(KLACCI) Model (1)
	WD-OD002(547)_1300 SERIES CONCEALED VERTICAL RODS DEVICE安裝說明書(KLACCI) Model (1)
	WD-OD002(547)_1300 SERIES CONCEALED VERTICAL RODS DEVICE安裝說明書(KLACCI) Model (1)



